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中越沖〜金沢沖の震源断層の矩形モデル 
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断層面の追加 
 
能登半島南東沖 

断層面の変更 
 
魚津沖断層 
（従来の魚津断層に変わる） 

震源断層の分離 

日本海検討会モデルとの相違点 



深井（1956,地理評） 

魚津周辺の扇状地の累積的な変動 

扇状地が累積的に海側に傾動 
ヒンジは海岸線付近 



地震調査委員会（2007）による 

反射面が連続し、大規模な断層はない。 
低下側でも反射面の傾斜が変化せず。 

[研究グループのコメント] 

日本海PJの測線（次ページ） 



魚津断層 海岸線 飛騨山脈 日本海 

日本海PJでの反射法地震探査測線 
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高田沖と糸魚川沖の断層
の推定震源域は連続しな
い 

富山湾周辺のブーゲ異常 
産総研（2013）  

糸魚川沖の断層の連動性 



Hz:灰爪層相当、Ny: 西山層相当、紫色波
線: P波速度が5.3 km/sより大きい領域。  

能登半島南東沖の断層 
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